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四

近
世
に
お
け
る
郷
組
の
存
在
と
そ
の
意
義

|
|
総
州
の
五
郷
組
合
を
中
心
に
ー
ー
ー

iま

め

じ

幕
藩
制
国
家
の
農
民
支
配
は
村
落
を
農
民
の
年
貢
提
出
の
場
と
し
て
捉

え
、
経
済
外
的
強
制
を
発
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
て
い
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
そ
の
場
合
、
農
民
に
対
す
る
土
地
緊
縛
の
た
め
に
兵
農
分
離
制

お
よ
び
石
高
制
と
い
う
社
会
編
成
方
式
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
実

際
の
農
村
支
配
に
つ
い
て
は
組
合
村
体
制
・
村
請
制
(
村
役
人
制
お
よ
び
五

人
組
制
〉
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

関
東
農
村
の
領
地
の
配
分
は
ま
さ
に
「
犬
牙
錯
綜
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
個
別
領
主
の
領
地
が
入
組
み
分
散
し
、
領
主
支
配
の
上
で
軍
事
警
察
力

の
侵
透
が
不
徹
底
と
い
っ
た
弱
点
を
も
っ
て
い
た
。
幕
藩
制
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

l
の
頂
点
に
位
置
し
、
ま
た
経
済
的
基
盤
と
し
て
四

O
O万
石
を
有
す
る
幕

府
で
さ
え
、
そ
の
支
配
は
代
官
を
中
核
と
す
る
最
小
限
の
人
数
で
行
使
さ

れ
、
同
様
に
旗
本
の
知
行
地
支
配
に
お
い
て
も
各
々
の
知
行
権
の
偏
差
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
関
東
の
農
村
支
配
の
弱
点
は
、
こ
の
よ
う

な
個
別
領
主
権
の
偏
差
と
領
地
の
非
一
括
性
と
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ

根

崎

男

光

と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
幕
府
は
お
膝
元
で
あ
る
関
東
の
支
配
体

制
を
い
か
な
る
形
で
貫
徹
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
近
世
前

期
よ
り
下
総
・
上
総
両
国
一
帯
に
み
ら
れ
る
五
郷
組
合
の
存
在
形
態
を
通
し

て
、
幕
府
の
政
治
支
配
の
あ
り
方
を
組
合
村
体
制
と
の
関
連
で
考
察
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
研
究
史
の
動
向

従
来
行
わ
れ
て
き
た
五
郷
組
合
に
関
す
る
研
究
は
、
五
郷
組
合
結
成
原
因

説
に
よ
っ
て
次
の
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
第
一
は
、
佐
倉
藩
が
独
自
の
農
村
統
治
機
構
の
行
政
単
位
と
し
て
位

置
づ
け
た
組
織
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
を
最
初
に
取
り
上

げ
た
の
は
煎
本
増
夫
氏
で
あ
る
。
氏
は
「
藩
独
自
の
組
合
村
は
、
・
:
(
略
〉

・
:
享
保
元
年
に
結
成
さ
れ
、
こ
れ
は
文
化
段
階
に
入
る
と
五
郷
取
締
制
度
と

(1
)
 

し
て
記
録
の
上
で
明
確
化
し
て
く
る
」
と
し
て
、
五
郷
組
合
の
組
織
や
機
能

を
改
革
組
合
村
と
の
関
連
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
論
を
展
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〈

2
〉

〈

3
)

閲
し
て
い
る
の
が
『
佐
倉
市
史
』
お
よ
び
『
千
葉
市
史
』
で
あ
る
。
こ
こ
で

の
相
違
点
は
成
立
上
限
を
め
ぐ
る
時
期
的
な
点
の
み
で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
、
鷹
場
の
組
合
組
織
と
し
て
編
成
さ
れ
た
と
す
る
見
解
で
あ

(
4〉

る
。
『
東
金
市
史
』
に
よ
る
と
、
「
村
の
組
合
と
い
う
と
、
普
通
に
は
、
関

東
取
締
出
役
つ
ま
り
八
州
廻
り
が
置
か
れ
た
文
化
二
年
(
一
八

O
五
)
以
後

つ
く
ら
れ
た
組
合
村
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
御
鷹
場
で
は
そ
れ
よ
り
も

早
く
、
い
わ
ゆ
る
五
郷
組
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。
」
ま
た
、
そ
の
沿
革
に
つ

い
て
は
「
二
三
か
村
な
い
し
七
八
か
村
が
地
縁
的
に
結
合
し
、
鷹
場
の
関
係

だ
け
で
な
く
、
村
落
生
活
全
般
に
お
い
て
隣
保
共
助
的
な
つ
な
が
り
を
な
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
創
設
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
に

打
ち
出
し
て
い
な
い
。
こ
の
見
解
に
沿
い
な
が
ら
、
佐
倉
藩
の
五
郷
組
合
と

の
関
連
に
お
い
て
疑
問
を
呈
示
し
て
い
る
の
が
山
本
光
正
氏
で
あ
る
。
し
か

し
、
交
通
史
研
究
と
い
う
枠
内
で
説
明
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
詳
細
に
つ

〈

5
〉

い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
五
郷
組
合
に
関
す
る
総
合
的
な
視
点
に
立
っ
た
研

究
は
、
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は

五
郷
組
合
の
存
在
が
幕
藩
制
国
家
の
支
配
構
造
に
お
い
て
、
い
か
な
る
有
効

性
か
つ
特
質
を
備
え
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ニ
、
郷
組
の
存
在

川
総
州
の
五
郷
組

現
在
、
下
総
・
上
総
両
国
内
で
確
認
で
き
る
五
郷
組
の
存
在
の
最
古
史
料

(
6
)
 

は
「
東
金
御
鷹
場
旧
記
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
作
成
年
次
が
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
本
書
解
説
者
は
「
各
地
の
領
主
名
か
ら
見
る
と
寛
文
後
元
禄
前
で
、

近
世
に
お
け
る
郷
組
の
存
在
と
そ
の
意
義
(
根
崎
)

延
宝
二
年
前
後
」
と
割
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
首
肯
で
き
る
が
、
さ

ら
に
筆
者
は
領
主
名
か
ら
み
て
寛
文
末
期
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
そ
れ
で
は
五
郷
組
が
い
か
な
る
形
で
現
出
し
て
い
る
か
を
み
て
み
よ

う
。
史
料
の
体
裁
は
前
段
に
鷹
場
法
度
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
掲
げ
、
次
い

で
次
の
よ
う
に
あ
る
。

右
之
保
々
一
於
相
背
者
、
其
村
之
儀
ハ
不
及
申
、
五
郷
組
迄
、
如
何
様
之
御

法
度
ニ
モ
可
被
仰
付
候
、
少
モ
御
恨
存
関
鋪
候
、
為
其
五
郷
組
連
判
仕
指

上
申
候
、
為
後
日
手
形
の
而
如
件
ハ
傍
点
筆
者
記
、
以
下
略
)

・
(
略
)
・

東
金
組

一
七
百
五
拾
石

千
四
百
五
拾
石

弐
百
五
拾
石

八
百
五
拾
石

三
百
石・
(
略
〉
:
:

す
な
わ
ち
、
鷹
場
管
理
を
五
郷
組
の
連
帯
責
任
と
し
て
い
る
。
東
金
組
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
五
郷
組
は
基
本
的
に
は
五
ケ
村
が
一
組
と
な
っ
て

把
握
さ
れ
、
本
史
料
で
は
五
郷
組
総
数
八
八
組
・
総
石
高
お
お
よ
そ
十
四
万

石
に
及
ぶ
村
々
が
連
判
し
て
い
る
。
次
に
、
本
史
料
が
何
故
作
成
さ
れ
た
か

を
問
題
と
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
享
保
四
(
一
七
一
九
〉
年
の
「
東
金
御
鷹

〈

7
〉

場
関
係
文
書
」
に
よ
っ
て
見
い
出
せ
る
。

一
渡
辺
大
隅
守
様
嶋
田
出
雲
守
様
町
御
奉
行
御
勤
役
の
節
与
力
衆
御
持

高
村
々
御
改
め
御
座
候
。
其
の
節
も
元
和
五
年
-
一
相
渡
候
石
高
-
一
相
違

土所野
屋上村
但ル彦
馬太
守夫
知御
行代
官

東
金
町

平
兵
衛

弥
左
衛
門

半
左
衛
門

甚
左
衛
門

平
兵
衛

玄

番

台
方
村

大
豆
谷
村

田
中
村

山
田
村

同

断

松
平
和
泉
守
知
行

青
木
与
右
門
知
行

四
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御
座
無
く
候
由
。
且
つ
又
、
四
十
ヶ
年
以
前
御
鷹
方
御
賄
高
役
の
儀
-
一

付
き
、
東
金
成
東
本
納
大
網
四
ケ
所
触
元
の
村
々
、
石
高
山
入
ニ
罷
り

成
り
御
評
定
所
へ
罷
り
出
で
候
節
:
:
:
(
略
)
:
:
・

す
な
わ
ち
、
「
四
十
ヶ
年
以
前
」
と
い
う
不
明
解
な
年
代
で
あ
る
が
、
少

な
く
と
も
延
宝
七
(
一
六
七
九
)
年
以
前
に
東
金
・
成
東
・
本
納
・
大
網
の

触
元
が
管
轄
す
る
捉
飼
場
村
々
で
鷹
場
負
担
争
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

(
H
)
 

る
。
領
主
名
お
よ
び
地
域
等
の
一
致
か
ら
、
「
東
金
御
鷹
場
旧
記
」
は
鷹
場

賄
高
の
確
定
を
鷹
場
法
度
遵
守
の
形
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
れ
故
、
五
郷
組
は
「
東
金
御
鷹
場
旧
記
」
が
作
成
さ
れ
た
寛
文
末
年
よ
り

も
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

五
郷
組
の
存
在
は
東
金
周
辺
の
ほ
か
、
市
原
周
辺
に
も
認
め
ら
れ
る
。
関

係
記
事
か
ら
享
保
六
(
一
七
二
一
)
年
と
み
ら
れ
る
「
御
鷹
御
用
人
足
出
入

証
文
」
に
は
、

(
略
〉
往
還
之
馬
継
ハ
五
井
・
八
幡
・
姉
崎
杯
之
宿
場
に
て
御
座
候
、
片

田
舎
之
今
富
村
何
方
之
御
城
下
道
筋
に
て
候
哉
、
難
心
得
候
、
又
廿
五
ケ

円

山

中

カ

)

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(

陀
)
、

村
組
合
村
与
口
事
今
者
無
御
座
候
、
四
十
年
以
前
当
国
市
原
郡
・
望
施
郡

、
(
長

γ

に
て
六
万
石
御
鷹
場
小
栗
七
右
衛
門
様
御
預
之
時
分
、
廿
五
ケ
村
宛
組
合

候
由
伝
承
候
、
(
略
)

と
あ
っ
て
、
「
四
十
年
以
前
」
、
す
な
わ
ち
天
和
元
(
一
六
八
一
)
年
以
前

に
上
総
国
市
原
・
望
陀
郡
の
う
ち
六
万
石
の
地
域
を
鷹
匠
頭
で
あ
る
小
栗
長

右
衛
門
が
捉
飼
場
支
配
し
て
い
た
時
、
二
十
五
ケ
村
宛
を
組
み
合
わ
せ
た
組

合
村
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
二
十
五
郷
と
呼
ば
れ
る
五
つ
の
五

郷
組
合
の
連
合
村
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
姉
ケ
崎
周
辺
の
も
の
は
姉
ケ
崎
二

四
四

十
五
郷
と
称
さ
れ
、
姉
ケ
崎
村
五
郷
・
新
生
村
五
郷
・
海
保
村
五
郷
・
嶋
野

村
五
郷
・
今
富
村
五
郷
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
東
金
・
市
原
周
辺
で
確
認
で
き
る
五
郷
組
合
は
鷹
場
と
の

関
連
に
お
い
て
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
五
郷
組
合
は
『
東
金

市
史
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鷹
場
の
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
手
掛
り
と
し
て
、
次
に
五
郷
組
合
村
構
成
の
特
質
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ω
五
郷
組
合
村
構
成
の
特
質

現
在
、
東
金
周
辺
の
五
郷
組
合
の
編
成
を
知
る
史
料
と
し
て
、
前
述
し
た

「
東
金
御
腕
時
場
川
記
」
の
他
に
、
享
保
十
七
ハ
一
七
三
二
)
年
「
五
郷
組
合

(ω
)
 

連
判
帳
」
、
寛
政
十
二
(
一
八

O
O〉
年
「
御
本
丸
御
用
上
総
国
武
射
郡
山

(
U
)
 

辺
郡
長
柄
郡
御
捉
飼
場
村
々
五
郷
組
合
帳
」
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
鷹
場
法
度
に
対
す
る
誓
書
に
五
郷
組
合
村
々
の
連
判
と
し
て
現
わ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
寛
政
期
の
そ
れ
を
例
に
と
り
、
構
成
の
特
質

を
探
っ
て
み
た
い
。
五
郷
名
お
よ
び
知
行
形
態
は
第
1
表
の
通
り
で
あ
る
。

五
郷
組
合
と
い
っ
て
も
必
ず
し
も
五
ケ
村
で
は
な
く
、
東
金
周
辺
地
域
で
は

平
均
四
ケ
村
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
構
成
村
数
や
五
郷
組
合
高

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
定
の
規
準
は
認
め
ら
れ
な
い
。
反
面
、
知
行
形
態
の
側

面
か
ら
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
、
番
号
⑮
⑪
⑩
⑮
@
⑩
の
五
郷
組
合
の
よ
う
に
町
奉
行
与
力
給
知
の

一
給
村
が
ま
と
ま
っ
て
連
合
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

次
に
、
あ
る
領
主
の
領
地
が
地
域
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
場
合
、
一
つ
の

五
郷
組
合
に
制
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で

〈ロ)

あ
る
。
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第 1表 寛政期における五郷組合村構成表

近
世
に
お
け
る
郷
組
の
存
在
と
そ
の
意
義

ハ
根
崎
〉

四
五

成東上町五郷

成東下町五郷

屋形村五郷

上横地村五郷

借毛村五郷

早船村五郷

富田村五郷

|村数|給数i幕領抑制大名領鴨川
戸同

u
n
U
 

F
O
 

石

-oo 
'
i
 

y
i
 

q
/
“
 

名 称

R
U
F
O

円
，

e
'LTea. 

h
H
A
 

9 

高

1136.14 

1990.237G 
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法
政
史
学

第
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十
一
号

38 西野村五郷 5 5 5 754. 

39 片貝村五郷 1 4 2 1 1 814.303 

rLJ 
40 広瀬村五郷 2 2 2 939.369 

41 吉田村五郷 4 8 3 5 3138.929 

42 清名宰谷村五郷 5 8 8 696.S 

43 九十恨村五郷 5 8 5 3 677.262 

辺
44 小沼田村五郷 3 11 1 7 3 1121. 5255 

45 大網村五郷 l 1 8 1 2429.345 

46 土気五郷 4 7 7 1867. 

47 金谷五郷 5 8 8 1994.398 

郡
48 寓 田村五郷 5 9 8 1 953.5 

49 永田村五郷 1 7 l 6 1670.7545 

50 小食土村五郷 5 7 1 1532.33 

51 真亀村五郷 5 6 1837. 

52 土谷村五郷 5 6 3 1130.517 

よ口』 Z十 I 211 I 418 40 I加 I28 I 43 I附 9附 4I 

(平 均〉 I 4 8 0.815.910.510.81 日27.8770

(註) i御本丸御用上総国武射郡山辺郡長柄郡御捉飼場村々五郷組合帳J (~東金市史 史料編ー.s)より作成。

一一一一一一一 (1)
埴
谷
組

三
百
七
拾
石

百
七
拾
五
石

百
六
拾
五
石

弐
百
八
拾
石

百
廿
八
石

七
拾
石

四
拾
壱
石

井
上
筑
後
守
知
行

同

断

同

断

同

断
同

断

同

断

同

断

埴
谷
村

諸
木
村

寺
家
代
村

横
田
村

奥
渡
村

白
玉
村

実
門
村 四

六

吉
右
衛
門

同

人

同

人

新
右
衛
門

源
左
衛
門

治
左
衛
門

忠
右
衛
門

凶

船

越

組

一

五

百

拾

石

松

平

豊

前

守

知

行

船

越

村

金

左

衛

門

一

四

百

四

拾

石

同

断

牛

尾

村

五

郎

右

衛

門

一

三

百

石

同

断

殿

部

田

村

佐

左

衛

門

一

弐

百

石

同

断

境

井

村

清

左

衛

門

川
史
料
は
下
総
国
香
取
郡
に
置
か
れ
た
一
万
石
の
高
岡
藩
の
藩
主
井
上
政

清
の
領
分
村
々
が
一
括
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

ω史
料
は
八

0
0
0石
を
領
有
し
た
御
書
院
番
頭
松
平
勝
忠
の
知
行
村
々

が
ま
と
ま
っ
て
一
括
五
郷
組
合
に
編
入
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
あ
る
知
行
主
の
知
行
地
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
場
合
、
五
郷
組

合
総
高
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
括
編
入
さ
れ
て
い
て
、
個
別
領
主
権
が

浸
透
し
や
す
い
編
成
が
計
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
佐
倉
藩
領
内
の
五
郷
組
合
は
「
藩
独
自
の
行
政
単
位
」
と
い

う
評
価
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
寛
文
期
段

階
、
佐
倉
藩
の
藩
主
は
松
平
和
泉
守
乗
久
で
六
万
石
を
領
有
し
た
が
、
「
東

金
御
鷹
場
旧
記
」
の
五
郷
組
合
編
成
に
そ
の
領
地
が
確
認
で
き
る
。
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福
俵
組

一
千
三
百
四
拾
行

一
弐
百
拾
七
石

一
三
百
五
拾
訂

一
三
百
石

一
三
百
五
拾
石

内
一

拾

五

石

七

斗

弐

升

渡

辺

半

三

郎

知

行

中

島

村

久

兵

衛

こ
れ
に
よ
っ
て
、
五
郷
組
合
が
必
ず
し
も
佐
倉
藩
独
自
の
行
政
組
織
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
佐
倉
藩
領
で
も
統
一
的
な
郷
組
編
成
基
準
に
組
み
込
ま
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
五
郷
組
合
村
構
成
の
特
質
を
分
析
し
た
結
果
、
次
の
こ
と
が
い

え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
領
主
の
領
地
が
地
域
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
場

合
、
そ
れ
ら
は
五
郷
組
合
総
高
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
括
し
た
組
合
村

編
成
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
佐
倉
城
附
は
佐
倉
藩
領
の
み
で
、
組
合

村
を
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
五
郷
組
合
の
成
立
の
時
期
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
こ

と
に
下
総
・
上
総
両
国
内
で
は
寛
文
期
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
五
郷
組
合
史
料

は
現
在
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
郷
組
は
両
総

だ
け
に
存
在
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
他
地
域
の
場
合
を
検
討
し

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

大松、
同同久同平、
保和、
彦泉、
兵守、

断断衛断知、
知行、
行

福
俵
村

上
谷
新
田

押
堀
村

川
場
村

堀
上
村

五
郎
左
衛
門

勘
解
由

五
郎
右
衛
門

治
郎
左
衛
門

作
左
衛
門

附
相
州
津
久
井
領
の
三
郷
組

相
模
国
津
久
井
領
で
は
三
郷
組
と
呼
ば
れ
る
三
ケ
村
連
合
の
組
合
村
の
存

在
が
、
正
保
二
三
六
四
五
〉
年
三
月
の
法
度
請
書
に
あ
る
。
こ
れ
は
牧
野

近
世
に
お
け
る
郷
組
の
存
在
と
そ
の
意
義
(
根
崎
)

-
名
倉
・
日
連
二
一
ケ
村
が
代
官
野
村
彦
太
夫
に
差
し
出
し
た
「
指
上
申
三
郷

組
御
手
形
之
事
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ

う
で
あ
る
。

(
第
一
条
〉

一
此
三
郷
組
之
内
-
一
而
若
不
見
届
も
の
御
座
候
ハ
ヘ
残
組
之
村
々
よ

り
吟
味
仕
り
可
申
上
候
、
若
か
く
し
置
候
て
重
々
悪
事
出
来
仕
候
ハ

ヘ
三
郷
組
如
何
様
可
被
仰
付
候
事
、

(
第
二
条
)

一
自
然
火
事
盗
人
出
来
之
時
、
な
り
を
立
次
弟
早
々
出
合
可
申
候
事
、

(
第
一一一
条
〉

一
堂
宮
山
林
ふ
志
ん
成
者
こ
も
り
居
候
者
、
見
合
次
第
急
度
改
、
庄
屋

方
へ
相
断
、
無
遅
々
出
合
寄
か
ら
め
取
早
々
申
上
候
事
、

(
第
四
条
〉

一
竹
木
御
林
有
之
村
々
ニ
而
、
枝
木
成
と
も
壱
本
も
切
申
間
敷
候
、
若

御
用
-
一
而
切
候
者
、
其
御
様
子
申
上
下
知
請
可
申
候
、
無
左
し
て
不
作

法
ニ
枝
木
成
共
切
候
ハ
者
、
其
者
ハ
不
及
申
、
山
守
庄
屋
同
組
之
村
迄

如
何
様
之
曲
事
も
可
被
仰
付
候
、

(
第
江
条
)

一
百
姓
中
間
ニ
市
出
入
候
者
、
三
郷
組
出
合
相
談
仕
、
内
々
ニ
而
済
申

儀
候
ハ

L
相
済
可
申
な
り
、
他
所
よ
り
其
所
へ
移
り
申
百
姓
な
と
候
ハ

者
、
是
又
三
郷
、
迄
申
届
、
相
談
之
上
ニ
而
移
し
可
申
事
、

右
如
此
三
郷
組
お
以
、
大
小
百
姓
連
判
手
形
指
上
ケ
申
上
ハ
何
方
に
よ
ら

す
三
郷
と
し
て
せ
ん
さ
く
仕
可
申
候
、
若
見
の
か
し
聞
の
か
し
か
く
し
置

候
者
、
三
郷
共
曲
事
可
被
仰
候
以
上
、

手
形
の
内
容
は
第
一
条
「
不
見
届
も
の
」
の
吟
味
、
第
二
条
火
事
お
よ
び

(
し
〉

盗
人
現
出
の
時
の
馳
付
義
務
、
第
三
条
「
ふ
志
ん
成
者
」
の
取
締
、
第
四
条

四
七
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諸村落聞の結合形態

ニ)苛111・背nJ点・九日付
三ケ村山
大井村他6ケ村
T，jJ:込入会

育里子原村

ハ)背恨山入会
(共有地)

沢井村の内m畑
人公;下車J:号入会

オ寸前11林10ケ村組合

中野村

背山村

苛野原村

第 1図

ロイ)三郷組

fHfJlI村

四
八

CH:) r封建村落』二六 ・頁。
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林
野
利
用
心
得
規
定
、
第
五
条
村
内
訴
訟
の
内
済
原
則
お
よ
び
移
り
百
姓
の

吟
味
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
ケ
条
を
三
郷
組
の
連
帯
責
任
と
し
、

村
内
穏
便
が
村
落
に
委
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
津
久
井
全
領
は
幕
領
で

あ
っ
て
、
こ
の
他
、
現
存
史
料
か
ら
青
根
・
青
野
原
・
島
屋
村
と
小
淵
・
沢

井
・
佐
野
川
村
の
三
郷
組
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
組
織
は
久

位
氏
に
も
継
承
さ
れ
、
寛
文
五
年
五
月
に
も
、
前
掲
文
書
と
ほ
ぼ
同
じ
手
形

を
差
出
し
て
い
る
。
な
お
、
三
郷
組
は
山
林
を
媒
介
と
し
た
時
、
そ
の
機
能

が
最
も
発
揮
さ
れ
、
そ
の

H
的
は
三
ケ
村
連
合
に
よ
る
村
落
の
自
治
で
あ

(
M
)
 

る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
来
「
村
落
の
自
治
」
と
は
村
落
共
同

体
そ
の
も
の
の
自
律
性
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
三

郷
組
が
林
野
利
用
の
上
で
共
同
体
的
機
能
を
有
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
第

1
図
に
示
し
た
よ
う
に
ど
の
連
合
体
〈
H
共
同
体
)
と
も
一
致
し
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、
三
郷
組
編
成
に
あ
た
っ
て
は
村
落
共
同
体
結
合
を
こ
と
ご
と

く
無
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
総
州
に
お
け
る
五
郷
組
の
場
合
も
同

様
で
あ
る
。
三
郷
組
や
五
郷
組
と
い
っ
た
規
模
の
相
違
は
地
理
的
・
政
治
的

特
殊
性
に
基
づ
く
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
郷
組
と
し
て
把
握
す
れ
ば
、
正
保

期
も
し
く
は
そ
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
五
郷
組
の
機
能
は

後
述
す
る
が
、
大
局
的
に
み
て
三
郷
組
と
同
一
の
性
格
を
有
し
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
の
相
違
点
は
三
郷
組
が
林
野
利
用
の
上
で
、
五
郷
組
が

鷹
場
と
の
関
連
の
上
で
最
も
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ

る。

つ
ま
り
、
郷
組
機
能
の
主
眼
が
治
安
維
持
に
向
け
ら
れ
て
い
て
、
村
内

穏
便
主
義
が
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
点
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
こ
で
、
郷
組
と
は

幕
府
の
主
導
に
よ
っ
て
村
落
の
自
治
的
性
格
に
委
ね
た
自
警
組
織
で
あ
る
と

結
論
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
郷
組
の
設
定
が
幕
府
の
主
導

近
世
に
お
け
る
郷
組
の
存
在
と
そ
の
意
義
(
根
崎
)

(はび

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
治
安
維
持
体
制
と
し
て
の
鷹
場
制
度
と
一
体
化
し
て
現
象

し
、
ま
た
そ
の
運
営
が
村
落
の
白
主
性
に
委
ね
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
林
野
利

用
の
上
で
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
郷
組
の
結
成
が
「
小
農
」
独
自

の
発
想
で
な
い
こ
と
は
、
相
州
津
久
井
川
聞
に
お
け
る
三
郷
組
の
存
在
と
、
第

2
図
に
示
し
た
よ
う
な
両
総
に
お
け
る
五
郷
組
の
広
域
に
わ
た
る
分
布
に
一亦

さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

た
だ
郷
組
の
結
成
が
幕
府
の
主
導
と
い
っ
て
も
、
内
部
に
は
村
落
の
受
け

入
れ
が
許
容
さ
れ
た
た
め
存
荘
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
小
農
」
が
安
定
し
た

再
生
産
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
「
不
審
な
る
者
」
等
は
外
敵
と
し
て
存

在
し
、
彼
ら
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
反
面
、
領
主

支
配
の
局
面
で
も
「
不
審
な
る
者
」
等
は
反
領
主
権
力
と
し
て
、
あ
る
い
は

「小
農
」
体
制
を
お
び
や
か
す
外
敵
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
関
東
農
村
の
分
散
入
り
組
み
し
た
支
配
構
造
の
中
で
、
幕
藩
領
主
は
統

一
的
な
取
締
体
制
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
外
敵
の
排
除
と

い
う
点
で
、
領
主
と
村
落
と
の
間
に
共
通
な
利
害
が
存
在
し
、
郷
組
が
結
成

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
個
別
悩
主
権
を
越
え
た
幕
藩
制
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

ー
の
頂
点
に
位
置
す
る
幕
府
で
あ
れ
ば
こ
そ
結
成
し
え
た
と
い
え
る
。
さ
ら

に
、
非
肘
の
天
領
支
配
に
お
い
て
|
|
旗
本
の
知
行
地
支
配
に
お
い
て
整
備

さ
れ
た
半
事
警
察
力
お
よ
び
訴
訟
体
系
を
も
た
な
い
個
別
領
主
は
、
封
建
的

統
一
位
力
を
有
す
る
幕
府
が
設
定
し
た
村
落
の
連
合
に
委
任
し
た
の
で
あ

(
げ
)

る。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
寛
永
十
年
代
評
定
所
制
度
が
成
立
す
る
が
、
村
内

の
係
争
は
以
前
と
し
て
内
済
原
則
が
賀
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
解
決
し
え

な
か
っ
た
場
合
評
定
所
へ

持
ち
込
ま
れ
、
裁
許
が
下
さ
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ

ム
に
た
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
評
定
所
は
経
済
外
的
強
制
と
し
て
の
領
主

四
九
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法
政
史
学

第
三
十
一
号

五郷組合分布図(確認、分)第 2図

五。(註) 弘化四年十月「御城附村々五郷組合取締J(Ii佐倉市史 第一巻，n
寛文末年「東金御鷹場旧記J(Ii改訂房総双書第五輯.1])
主主保六年「御鷹御用人足出入証文J(千葉美胤家文書〉

野村兼太郎『近世社会経済史研究.!lp. 261-286. 

川村優「近世における組合村の存在とその性格一一 上総 ・下総両国の数例を中心として一一」

(Ii史学雑誌.!l7:3巻11号〉
により作成。
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裁
判
権
が
窮
極
的
に
は
幕
府
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
と
い
う
国
家
的
体
系
と

し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
郷
組
の
成
立
時
期
を
幕
藩
体
制
確
立
の
画
期
と
さ
れ
る
寛
永

期
か
ら
正
保
二
年
の
間
と
推
察
し
て
お
き
た
い
。

三
、
郷
組
成
立
の
社
会
的
背
景

郷
組
の
成
立
は
外
敵
の
排
除

u
治
安
維
持
と
訴
訟
体
系
の
簡
素
化
を
村
落

の
自
治
的
性
格
に
委
ね
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
反
領
主
権
力
の
撞
頭
を

前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
寛
永
期
の
農
村
の
動
向
お
よ
び
幕
府
の
治
安
対
策
を
概
観
し
て

み
よ
う
。
幕
藩
体
制
確
立
期
の
画
期
と
さ
れ
る
寛
永
十
年
代
の
幕
府
の
政
策

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
寛
永
の
飢
僅
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
寛
永
十
四
ハ
一
六
三

七
〉
年
十
月
、
幕
府
が
関
東
お
よ
び
周
辺
諸
国
の
治
安
対
策
の
強
化
を
ね
ら

っ
て
発
令
し
た
在
中
法
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
九
ケ
条
か
ら
な
る
が
、
そ
の
中

心
は
悪
党
・
盗
賊
・
不
審
な
る
者
・
不
届
な
る
者
の
監
察
・
出
訴
・
逮
捕
を

規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
具
体
的
内
容
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
悪

党
的
存
在
は
こ
の
時
期
の
農
村
の
動
向
を
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
彼

(ω) 

ら
は
幕
藩
領
主
に
と
っ
て
一
撲
的
集
団
日
外
敵
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ

る。
一
方
、
近
世
初
頭
よ
り
寛
永
期
、
迄
の
階
級
闘
争
の
主
な
る
形
式
は
強
訴
・

(
却
)

暴
動
と
い
っ
た
直
接
多
数
の
力
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
て
い
た
が
、
享
保
期
ま

で
幕
府
は
一
授
で
代
表
さ
れ
る
庶
民
の
抵
抗
を
深
刻
に
考
慮
し
、
対
策
を
ね

る
必
要
の
あ
る
事
態
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
大
名
統
制
の
た
め
の
利
用
価
値

近
世
に
お
け
る
郷
組
の
存
在
と
そ
の
意
義
(
根
崎
)

ハ
幻
〉

の
あ
る
社
会
現
象
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
封
建
官

僚
機
構
確
立
過
程
の
中
に
あ
っ
て
は
、
農
民
の
支
配
領
主
へ
の
抵
抗
が
領
主

非
儀
と
し
て
処
罰
の
対
象
に
な
っ
た
事
例
は
少
な
く
な
い
が
、
領
主
対
農
民

と
い
う
封
建
制
下
に
お
け
る
基
本
的
な
対
抗
関
係
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
を

見
落
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
階
級
対
抗
の
中
で
、
悪
党
的
存
在
が
い
か
な
る

位
置
関
係
に
立
つ
も
の
か
は
一
概
に
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
彼
ら

が
こ
の
時
期
に
幕
藩
領
主
を
悩
ま
せ
て
い
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
加
え
て
、
島
原
の
乱
の
勃
発
は
大
き
な
危
機
感
を
も
た
戸
り
し
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
寛
永
末
期
以
降
に
お
い
て
、
一
挟
関
係
法
令
の
政
策
基
調
は
欠

落
・
逃
散
規
定
が
著
し
く
単
純
化
し
、
徒
党
規
定
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い

(n) 

っ
た
。
か
か
る
悪
党
俳
御
お
よ
び
徒
党
現
象
に
対
し
て
、
幕
府
は
領
主
対
策

を
も
講
じ
て
い
っ
た
。

旗
本
対
策
と
し
て
、
旗
本
を
知
行
地
に
一
民
し
自
ら
仕
置
を
行
わ
せ
、
そ
の

た
め
に
種
借
し
を
認
め
て
い
る
こ
と
で
、
幕
府
は
旗
本
の
領
主
と
し
て
の
地

(
お
)

位
を
自
ら
確
認
し
、
ま
た
旗
本
に
も
確
認
せ
し
め
て
い
る
。
こ
こ
で
旗
本
の

(μ) 

知
行
権
行
使
の
一
事
例
を
示
そ
う
。

寅
之
免
定
之
事

(
俵
カ
)

一
米
八
拾
表
者
極
月
廿
日
以
前
に
可
致
皆
済
、
若
々
於
令
油
断
者
、
人

質
ヲ
召
上
永
代
返
し
申
敷
候
問
、
其
心
得
可
有
之
の
如
件
、

寛
永
十
五
年
制
十
月
廿
一
日

一
郎
右
衛
門
@

木
崎
村
名
主

五
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七
兵
衛

惣
百
姓
中

一
郎
右
衛
門
と
は
、
こ
の
時
大
番
組
頭
を
務
め
千
石
を
知
行
す
る
服
部
元

正
で
あ
る
が
、
年
員
徴
収
に
際
し
て
、
農
民
が
完
納
で
き
な
い
場
合
、
人
質

を
強
制
す
る
と
い
っ
た
所
領
支
配
の
強
硬
な
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
寛
永
十
九
(
一
六
回
二
)
年
に
は
譜
代
大
名
の
参
勤
制
が
確
定

し
、
同
十
二
年
の
外
様
大
名
の
そ
れ
と
対
比
す
れ
ば
、
外
様
同
様
譜
代
大
名

に
も
大
名
と
し
て
の
地
位
を
確
認
し
た
こ
と
に
な
る
。

幕
府
の
旗
本
お
よ
び
譜
代
大
名
対
策
は
自
ら
の
所
領
支
配
の
熱
望
と
し
て

(
お
)

現
わ
れ
、
そ
れ
は
代
官
対
策
も
同
様
で
あ
っ
て
、
勘
定
頭
l
代
官
機
構
体
系

の
確
立
、
す
な
わ
ち
代
官
の
徴
税
官
・
農
政
官
と
し
て
の
地
位
の
限
定
を
計

(
お
)

っ
て
い
っ
た
。

総
括
す
れ
ば
、
寛
永
の
飢
僅
を
直
接
的
契
機
と
し
て
現
わ
れ
た
幕
府
の
政

治
的
対
処
は
個
別
領
主
の
領
主
と
し
て
の
本
来
的
な
あ
り
方
を
確
立
し
て
、

「
小
農
」
保
護
政
策
に
乗
り
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
か
る
中
で
、
社
会
的

現
象
と
し
て
現
わ
れ
た
悪
党
俳
佃
お
よ
び
徒
党
傾
向
の
広
域
に
わ
た
る
存
在

を
止
揚
す
る
た
め
に
は
、
村
詰
制
(
村
役
人
制
・
五
人
組
制
)
で
は
不
十
分

で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
幕
府
は
関
東
特
有
な
所
領
の
入

組
み
状
況
下
に
お
い
て
、
統
一
的
な
治
安
維
持
体
制
を
整
備
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
郷
組

l
j組
合
村
体
制
を
成
立
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
小
農
」
自

体
の
生
活
再
生
産
維
持
と
幕
藩
領
主
の
「
小
農
」
保
護
お
よ
び
反
領
主
権
力

の
排
除
が
、
か
か
る
体
制
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
郷
組

は
村
請
制
と
相
互
補
完
関
係
に
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
・
ぎ
る
の
で
あ
る
。

五

四
、
五
郷
組
合
の
組
織
と
機
能

郷
組
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
幕
府
の
要
請
で
村
落
自
体
の
治
安
維
持
体
制

と
し
て
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
運
営
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
安
政
四
(
一
八
五
七
)
年
の
上
総
国
山
辺
郡
赤
荻
村
の
「
議
定

(
幻
)
書
」
作
成
過
程
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

ハ
略
)
今
般
五
郷
御
村
役
人
衆
相
談
之
上
取
極
候
議
定
書
、
当
御
月
番
江

小
前
一
同
被
相
寄
せ
出
席
之
処
被
申
渡
候
条
、
一
同
承
知
仕
候
、
然
上
者

前
書
簡
条
之
通
り
、
一
廉
た
り
と
も
相
背
申
問
敷
候
、
依
之
一
同
連
印
差

入
中
処
一
札
如
件
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
郷
組
合
に
属
す
る
村
々
'
|
|
赤
荻
村
は
富
田
村
五
郷

に
属
し
、
赤
荻
村
の
ほ
か
富
山
・
京
出
・
仏
島
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
ー
ー

の
村
役
人
が
協
議
し
て
作
成
し
た
議
定
書
を
赤
荻
村
の
月
番
名
主
|
|
赤
荻

村
は
旗
本
の
三
給
村
で
、
村
運
営
は
三
人
の
名
主
の
月
番
制
と
し
て
い
る
l

l
宅
に
小
前
百
姓
を
召
集
し
、
議
定
書
内
容
を
熟
知
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
す
な
わ
ち
、
五
郷
組
合
の
寄
合
は
村
役
人
(
村
惣
代
と
し
て
の
名
主

お
よ
び
組
頭
)
の
み
で
開
催
し
、
一
般
小
百
姓
層
は
参
与
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。そ
れ
で
は
、
五
郷
村
役
人
は
似
主
と
い
か
な
る
関
わ
り
を
も
つ
の
で
あ
ろ

う
か
。
文
化
九
(
一
八
一
二
)
年
、
「
九
十
九
里
浦
よ
江
戸
往
還
木
崎
村
，
S

北
飯
塚
村
江
順
路
の
地
崎
字
名
木
崎
以
」
と
い
う
場
所
で
発
生
し
た
「
嘉
七

一
件
」
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
粉
商
売
を
し
て
い

る
柿
併
村
の
嘉
七
が
何
者
か
に
打
郷
の
上
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
そ
の
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容
疑
者
と
し
て
柳
橋
村
の
百
姓
元
八
と
紋
蔵
が
浮
か
び
上
が
っ
た
が
、
次
の

史
料
は
容
疑
者
二
名
が
事
実
無
根
と
し
て
奉
行
所
に
訴
え
た
文
面
の
一
部
で

あ
る
。(
略
)
何
者
之
仕
業
共
一
向
相
分
不
申
、
依
之
柿
餅
・
木
崎
両
村
ho
其
筋

江
御
訴
申
上
候
処
、
御
給
々
御
地
頭
様
よ
御
出
役
之
上
、
右
両
村
者
勿
論
、

組
合
五
郷
村
役
人
立
会
之
上
御
検
使
ヲ
請
、
右
両
村
人
。
口
書
被
成
御
取

り
、
死
骸
ハ
仮
埋
被
申
付
、
変
死
之
一
段
事
済
ニ
相
成
申
候
(
略
〉

こ
の
事
件
の
検
視
は
関
係
領
主
ハ
こ
こ
で
は
旗
本
)
お
よ
び
嘉
七
の
粉
柄

が
発
見
さ
れ
た
柿
餅
村
と
事
件
が
発
生
し
た
村
で
あ
る
木
崎
村
、
そ
し
て
五

郷
村
役
人
|
|
上
谷
村
五
郷
は
上
谷
・
木
崎
・
桂
山
・
柳
橋
・
柿
餅
の
五
ケ

村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
|
|
の
立
会
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事

(
鈎
〉

件
の
処
理
は
治
安
維
持
に
関
し
て
の
手
続
と
も
同
様
で
あ
る
。

(
略
〉
何
之
村
方
ニ
而
盗
賊
悪
党
有
之
見
付
揚
捕
、
早
速
五
郷
江
届
ケ
立

合
、
其
上
-
一
而
其
村
御
地
頭
所
江
御
訴
仕
、
御
下
知
以
差
出
シ
に
可
仕
候
、

其
節
入
用
之
義
ハ
如
何
程
相
懸
り
候
共
、
右
之
組
合
高
割
を
以
出
銭
可
申

候
ハ
略
〉

も
し
、
あ
る
村
で
盗
賊
悪
党
を
発
見
し
た
か
、
あ
る
い
は
捕
え
た
場
合
、

五
郷
組
合
村
々
へ
届
け
出
て
立
会
っ
た
上
で
、
領
主
へ
訴
え
て
い
る
こ
と
が

看
取
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
改
革
組
合
村
に
お
け
る
関
東
取
締
出
役
の
よ
う
な

幕
府
役
人
は
五
郷
組
合
の
場
合
に
は
介
在
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
五
郷

組
合
の
運
営
は
五
郷
村
役
人
の
寄
合
協
議
で
行
わ
れ
、
事
が
起
こ
る
と
当
該

村
か
ら
五
郷
組
合
村
々
(
村
役
人
〉
に
届
け
ら
れ
、
当
該
領
主
の
立
ち
会
い

で
処
理
さ
れ
る
と
い
っ
た
伝
達
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
解
決
し
え
な
か

っ
た
場
合
、
幕
府
に
よ
っ
て
裁
定
さ
れ
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
国
家
的
体
系

近
世
に
お
け
る
郷
組
の
存
在
と
そ
の
意
義
〈
根
崎
〉

が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
幕
府
の
個
別
領
主
権
の
尊
重
と
い

っ
た
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
郷
組
の
機
能
と
し
て
は
そ
の
当
初
、
治
安
維
持
を
中
核
と
す

る
村
内
穏
便
主
義
が
貫
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
他
の
機
能
に
言
及
し

た
い
。下
総
・
上
総
両
国
内
に
存
在
す
る
五
郷
組
合
は
助
郷
組
織
と
し
て
の
役
割

(

ぬ

)

(

引

叫

)

を
果
た
す
ほ
か
、

鷹
場
負
担
組
織
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
何

故
、
五
郷
組
合
が
助
郷
役
お
よ
び
鷹
場
負
担
と
い
っ
た
公
儀
夫
役
を
果
た
す

組
織
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
結
局
、
幕
府
の
意
図
に
よ

っ
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
幕
府
の
要
求
に
適
合
し
た
恭
順
な
体

制
を
形
造
っ
て
い
る
た
め
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
(幻
)

と
は
「
御
鷹
御
用
其
外
右
御
用
向
(
運
上
永
上
納
〉
等
は
五
郷
組
合
相
勤
」

(
カ
ツ
コ
内
筆
者
記
〉
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
き
わ
め
て
幕
府
の
御
用
向
に

は
順
応
的
な
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
後
、
五
郷
組
合
に
も
経
済
統
制
的
側
面
が
附
与
さ
れ
て
く
る
。
す
な
わ

(お
)

ち
文
政
三
(
一
八
二

O
)
年
の
「
五
郷
組
合
村
々
議
定
」
に
よ
れ
ば
次
の
よ

う
に
あ
る
。

一

本
公
人
給
金
但
シ

上

男

三

両

弐

分

中

上
女

弐
両
弐
分

中

一
男
女
共
日
雇
昼
夜
共

上

男

百

文

中

上

女

八

拾

文

中

弐
両
弐
分

壱
両
三
分

八
拾
文

六
拾
四
文

下下

壱
両
弐
分

壱
両
弐
分

下下

六
拾
四
文

四
拾
文

五
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~(3) 

真
木
割
貨
入
手
問
弁
当
持

百
三
十
弐
文

百
七
拾
弐
文

大
工
・
家
根
替
・
桶
屋
・
木
挽

上
職
人
拾
人

中

拾

弐

人

下

十

三

人

金
壱
分
-
一
付

一一(4)

下
リ
酒
壱
升
代
是
迄
売
来
り
候
相
場
よ
二
割
下
ゲ

髪
結
是
迄
拾
六
文
の
処
十
四
文

(
略
)

こ
れ
に
よ
っ
て
、
奉
公
人
給
金
・
日
雇
賃
・
諸
職
人
手
間
賃
・
諸
物
価
の

値
下
げ
な
ど
が
取
極
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
村
落
内
に

お
け
る
商
業
活
動
の
反
映
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
、
時
代
の
必

然
的
要
請
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
五
郷
組
合
の
展
開

川

幕
府
の
中
間
支
配
機
構
政
策
と
の
関
連

正
徳
三
(
一
七
二
二
)
年
、
幕
府
は
中
世
以
来
の
系
譜
を
ひ
く
大
庄
屋
を

排
除
し
て
、
幕
府
権
力
が
直
接
に
農
民
支
配
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
方
針
を

(
川
崎

)

(

お

)

示
し
た
。
そ
の
後
、
大
庄
屋
の
存
在
を
享
保
十
九
(
一
七
三
四
)
年
七
月
令

(
お
)

・
寛
延
二
(
一
七
四
九
)
年
四
月
八
日
令
お
よ
び
宝
暦
九
三
七
五
九
)
年

(
幻
)

七
月
令
で
は
原
則
的
に
は
禁
止
し
て
い
る
が
、
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
存
置

は
容
認
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
間
支
配
機
構
に
対
す
る
幕
府
の
政
策

基
調
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
庄
屋
が
存
在
す
る
た
め
の
前
提

条
件
と
し
て
は
領
地
の
一
括
性
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
領
地
が
錯
綜
し
て
い
る

五
四

地
域
で
は
存
在
す
る
余
地
が
な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
中

で
、
五
郷
組
合
の
役
人
は
い
か
な
る
位
置
関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

(お
)

五
郷
組
合
を
統
轄
す
る
惣
代
は
宝
暦
期
頃
「
五
郷
年
番
」
と
し
て
存
在
し
て

い
る
。
こ
れ
は
年
番
と
あ
る
よ
う
に
大
庄
屋
の
よ
う
な
世
襲
性
を
示
さ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
成
立
当
初
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な

い
。
五
郷
組
合
の
名
称
が
何
村
五
郷
と
附
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

有
力
な
村
の
名
主
が
惣
代
と
し
て
世
襲
し
て
い
た
こ
と
も
十
分
察
せ
ら
れ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
錯
綜
し
た
知
行
形
態
に
お
け
る
新
た
な
中
間
的
支
配

機
構
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
五
郷
年
番
名
主
は
大
庄
屋
の
よ
う
に
直

接
年
貢
に
タ
ッ
チ
し
な
い
性
格
で
、
も
っ
ぱ
ら
治
安
維
持
お
よ
び
公
儀
夫
役

機
能
に
お
け
る
統
轄
者
的
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五
郷
組
合
の
運
営
を
村
役
人
層
に
委
ね
た
の
も
、
農
民
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
l

の
頂
点
に
位
置
す
る
彼
ら
を
、
村
役
人
制
と
し
て
支
配
の
末
端
機
構
に
組
み

入
れ
て
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
一
方
、
彼
ら
も
ま
た
村
内
の
安
定
と
階
層
的

秩
序
を
基
礎
に
し
て
、
は
じ
め
て
自
己
の
経
済
的
・
社
会
的
地
位
を
確
保
し

え
た
の
で
あ
る
。
五
郷
組
合
が
幕
領
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
名
領
・
旗
本
領
な

ど
で
結
成
し
え
た
の
も
、
支
配
階
級
内
部
・
被
支
配
階
級
内
部
に
お
け
る
強

固
な
身
分
制
原
理
が
有
効
に
機
能
し
て
い
た
か
ら
と
い
え
る
。
こ
れ
は
村
役

人
は
領
主
に
、
村
氏
は
村
役
人
に
服
従
す
る
と
い
う
封
建
秩
序
を
う
ま
く
利

用
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ω
出土
暦
|
天
明
期
成
立
の
組
合
村
と
の
関
連

宝
暦
か
ら
天
明
期
に
か
け
て
成
立
し
た
組
合
村
を
、
「
自
治
的
な
組
合
村
」

と
評
価
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
川
村
優
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

(
羽
)
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
「
自
治
的
」
な
る
概
念
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
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点
も
あ
る
が
、
農
民
が
治
安
維
持
に
関
し
て
自
主
的
に
組
織
し
て
運
営
す
る

村
落
連
合
体
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動

の
評
価
に
つ
い
て
「
封
建
体
制
下
に
お
け
る
村
落
連
合
体
の
自
治
的
活
動
と

い
い
得
る
。
も
と
よ
り
そ
こ
に
は
限
界
が
み
ら
れ
、
一
而
で
は
領
主
の
支
配

休
制
の
強
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
」
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
組
合
村
の
成
立
上
限
を
寛
保
1
宝
暦
年
代
と
想
定
し
て
い

る
が
、
川
村
氏
の
引
用
し
た
寛
保
二
(
一
七
四
二
〉
年
五
月
の
上
総
国
埴
生

郡
須
町
村
・
下
永
吉
村
両
組
合
は
明
ら
か
に
五
郷
組
合
で
あ
る
。
こ
れ
を
除

い
た
組
合
村
は
確
か
に
宝
暦
l
天
明
期
に
成
立
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
こ
で
、
川
村
氏
の
引
用
し
た
史
料
か
ら
五
郷
組
合
と
の
関
連
を
引
き
出

し
て
み
よ
う
。
上
総
国
長
柄
・
山
辺
両
郡
に
ま
た
が
る
明
和
五
(
一
七
六
八
)

年
三
月
二
日
の
「
五
拾
七
ケ
村
盗
賊
組
合
一
札
」
に
は
、

当
正
月
細
草
村
不
動
寺
江
盗
賊
這
入
、
右
村
ニ
一
間
捕
置
候
所
、
先
達
而
組

合
連
判
中
合
候
者
、
捕
置
候
村
よ
五
郷
組
合
江
早
速
中
触
不
捕
逃
様
-
一
可

致
処
ニ
、
細
草
村
之
儀
者
給
々
之
事
一
一
而
村
役
人
共
評
儀
区
々
ニ
相
成
、

組
合
江
茂
不
申
届
、
剰
揚
置
候
盗
賊
被
逃
(
略
)

と
あ
っ
て
、
強
賊
組
合
の
内
部
に
五
郷
組
合
が
中
核
組
織
と
し
て
作
用
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
上
総
国
夷
隅
郡
松
丸
村
外
十
五
ケ
村
組
合

の
天
明
三
(
一
七
八
三
)
年
九
月
「
拾
六
ケ
村
組
合
定
帳
」
に
も
同
様
の
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
安
永
七
三
七
七
八
〉
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た
上
総
国
山
辺

(

川

判

)

郡
栗
生
村
外
十
九
ケ
村
組
合
に
よ
る
「
組
合
申
証
文
之
事
」
に
よ
れ
ば
、

一
今
般
弐
拾
ケ
村
組
合
相
結
ひ
候
上
は
相
互
-
一
申
合
、
従
前
々
被
仰
出

候
御
法
度
之
儀
ハ
不
及
申
、
追
々
被
仰
出
候
御
制
控
訴
別
し
て
相
守
可
申

近
世
に
お
け
る
郷
組
の
存
在
と
そ
の
意
義
(
根
崎
)

候
事
、

附
タ
リ
、
御
鷹
御
用
等
御
差
支
無
之
様
急
度
相
守
可
申
事
、

(略〉

一
組
合
之
儀
、
親
村
無
之
候
市
は
万
事
不
〆
ニ
候
問
、
村
々
之
内
大
高

村
を
根
村
ニ
相
頼
、
事
出
来
候
節
は
親
村
江
相
達
し
差
図
を
受
可
申
候

事
、
尤
御
上
江
御
願
中
上
候
義
敗
、
又
は
御
注
進
可
申
上
候
義
-
一
付
、

(

談

カ

)

(

談

之

上

カ

〉

入
用
有
之
候
は
口
合
致
、
相
口
口
口
村
々
高
割
を
以
割
合
、
日
限
之
通

(
若
不
カ
)
、

口
口
口
口
口
急
度
差
出
し
可
申
候
、
口
口
相
済
候
村
も
有
之
候
ハ
t
A

五

郷
村
々
ニ
市
厳
敷
取
立
、
親
村
江
難
儀
懸
申
間
敷
候
、
傾
親
村
よ
り
申

ヘ
欺
カ
〉

談
口
非
分
無
益
な
る
入
用
は
差
出
し
申
間
敷
候
事

(
略
)

と
あ
っ
て
、
二
十
ケ
村
組
合
の
中
で
五
郷
組
合
が
作
用
し
、
諸
入
用
の
取

立
義
務
が
取
極
め
ら
れ
て
い
る
。
今
ま
で
引
用
し
た
史
料
か
ら
、
宝
暦
!
天

明
期
に
成
立
し
た
組
合
村
は
五
郷
組
合
と
同
様
、
何
か
事
態
が
生
じ
た
場

合
、
領
主
に
す
ぐ
結
び
つ
く
組
織
で
あ
る
こ
と
が
看
取
す
る
こ
と
が
で
き

る。
以
上
か
ら
、
七
.
陪
1

天
明
期
に
成
立
し
た
組
合
村
は
、
幕
府
の
中
間
支
配

機
構
政
策
と
の
関
連
か
ら
み
て
も
、
川
村
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
農
民

の
自
治
的
活
動
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
領
主
の
支
配

体
制
の
強
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
現
出
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
領
主

の
支
配
体
制
そ
の
も
の
の
一
環
と
し
て
成
立
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
村
落
聞
の
自
主
的
活
動
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
が
、
領
主
支
配
の
局
面

と
ま
っ
た
く
一
致
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら

五
五
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な
い
。
あ
く
ま
で
こ
の
期
に
成
立
し
た
組
合
村
は
、
領
主
の
要
請
を
村
落
が

遂
行
す
る
た
め
の
体
制
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
宝
暦
l
天
明
期
に
何
故
組
合
村
が
地
域
的
連
合
の
拡
大
の
方
向

性
を
示
す
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
ろ
う
。
川
村
氏
は
こ
の
期
の
組
合

村
の
成
立
要
因
と
し
て
領
地
の
錯
綜
的
性
格
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
確
か

に
、
村
落
の
相
給
知
行
形
態
は
政
治
的
・
社
会
的
不
安
を
招
来
す
る
一
つ
の

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
果
た
し
て
、
そ
れ
が
こ
の
組
合
村
成
立
の
直

接
的
契
機
だ
っ
た
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
領
地
の
錯
綜
的
性
格
は
こ
の
期
に

は
じ
め
て
現
わ
れ
て
く
る
新
し
い
特
徴
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
関

東
で
は
近
世
初
頭
よ
り
存
在
、
分
布
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
体
制
が
階
級
支
配
の
装
置
で
あ
る
以
上
、
基
本
的
に
は
階
級

対
抗
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
こ
れ
が
決
定
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

(
H
U
)
 

主
暦
|
天
明
期
の
社
会
情
勢
と
し
て
階
級
対
抗
の
質
的
変
化
と
、
そ
れ
に
基

づ
く
悪
党
的
存
在
の
広
域
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
の
た
め
に
封
建
秩
序
で

凶
め
た
広
域
な
村
落
連
合
を
出
現
せ
し
め
る
必
要
性
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
宝
暦
|
天
明
期
に
成
立
す
る
組
合
村
は
五
郷
組
合
の
新
た
な

一円
一編
成
組
織
で
あ
り
、
組
織
お
よ
び
機
能
に
お
い
て
両
者
の
相
違
は
認
め
ら

れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
社
会
的
不
安
の
増
長
ま
た
は
階
級
闘
争
の
質
的
変
化

に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
五
郷
組
合
の
拡
大
形
態
と
し
て
成
立
し
た
も
の

と
言
え
る
の
で
あ
る
。

則
改
革
組
合
村
と
の
関
連

文
化
二
(
一
八

O
五
)
年
関
八
州
の
幕
領
・
大
名
領
・
旗
本
領
な
ど
の
区

別
な
く
、
警
察
的
取
締
を
主
体
的
な
任
務
と
す
る
関
東
取
締
出
役
が
代
官
の

五
六

子
附
・
子
代
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
て
設
置
さ
れ
、
更
に
取
締
を
効
果
的
に
さ

せ
る
た
め
に
、
文
政
十
(
一
八
二
七
〉
年
関
八
州
一
帯
に
改
革
組
合
村
が
施

行
さ
れ
た
。
か
か
る
改
革
組
合
村
と
五
郷
組
合
が
い
か
な
る
関
係
で
存
在
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

安
政
四
ハ
一
八
五
七
)
年
十
月
、
「
御
改
革
御
取
締
点
よ
被
仰
渡
候
義

ニ
什、

今
般
五
郷
御
村
役
人
衆
相
談
之
上
取
極
候
議
定
書
」
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。

中
合
議
定
書
之
事

(
第

一
夕、3

一
若
者
仲
間
与
唱
へ
候
儀
、
御
改
革
度
以
来
差
止
被
仰
附
候
処
、
近

来
相
馳
内
々
若
者
仲
間
与
唱
へ
手
提
灯
静
、
五
郷
内
又
ハ
隣
村
ニ
市
神

事
人
寄
之
儀
有
之
節
者
、
防
杯
与
相
互
ニ
頼
合
、
何
村
若
者
共
と
掛
札

い
た
し
、
以
前
一
一
惇
、
追
々
増
長
致
し
候
哉
一
一
付
、
今
般
五
郷
一
同
申

合
、
活
者
仲
間
与
唱
へ
候
儀
、

警
へ
内
々
た
り
と
も
皆
止
申
付
候
筈
取

究
候
事
似
、
右
ニ
付
、
不
復
之
も
の
茂
有
之
候
ハ
ヘ
御
取
締
御
廻
村
先
江

御
訴
申
上
候
筈
、
其
節
入
用
之
儀
五
郷
惣
高
割
之
事

(
第
一
一条
)博
突
之
儀
、
兎
角
宿
致
し
候
も
の
有
之
ニ
付
、
自
然
不
相
止
、
依
而

以
来
者
五
人
組
ニ
而
急
度
相
制
し
、
若
不
取
用
宿
い
た
し
候
も
の
之
片

嶺
片
眉
毛
剃
落
、
五
人
組
之
者
三
日
戸
〆
遠
慮
申
付
候
筈
取
極
之
事

判
、
右
之
趣
意
違
背
之
も
の
ハ
御
取
締
御
廻
村
先
江
是
又
御
訴
可
申

上
、
其
度
入
用
之
義
者
当
人
J
五
分
組
合
三
分
為
過
怠
為
差
出
、

残
り
弐
分
五
郷
惣
高
割
之
事

(第
一二
条
〉五
郷
万
一
川
火
之
義
有
之
節
者
、
即
刻
老
若
ニ
不
限
欠
付
防
火
可
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致
、
且
其
節
柳
行
違
様
之
儀
有
之
候
ハ
、
、
口
論
ケ
間
敷
儀
致
問
敷
、

兼
耐
水
魚
之
交
り
相
互
ニ
心
掛
、
鎮
火
第
一
ニ
可
致
事

但
、
親
村
井
組
合
村
々
茂
前
顕
同
様
之
事

(
第
削
条
)

一
五
郷
内
健
之
儀
出
来
候
節
者
、
砂
偏
頗
之
取
扱
不
仕
、
真
実
之
異
見

差
加
へ
可
申
、
且
訴
答
一
一
而
茂
地
所
水
論
之
義
者
格
別
、
其
余
者
棋
忍

第
一
ニ
和
融
可
致
事

右
ニ
付
、
地
場
取
扱
中
雑
費
之
義
者
高
面
割
、
万
一
出
府
之
義
も
右

之
節
者
、
一
日
ニ
付
銀
五
匁
宛
惣
高
割
之
事

〈

mrH一条
)

一
惣
而
人
寄
せ
ケ
間
敷
儀
者
決
而
不
致
筈
、
若
相
催
候
村
方
者
外
村
々

よ
り
厳
敷
差
止
可
申
事

(
第
六
条
)

一
右
之
外
不
寄
何
事
ニ
、
急
変
出
来
候
節
者
即
刻
五
郷
打
寄
、
且
入
川

之
義
者
可
成
丈
省
略
之
上
、
事
出
来
候
村
ニ
而
五
分
残
り
五
分
ハ
村
々

高
割
之
事

右
者
今
般
五
郷
一
同
相
談
納
得
之
上
取
極
候
上
者
、
向
後
真
意
忘
却
仕
間

敷
筈
、
為
後
日
村
々
給
々
名
主
組
頭
連
印
議
誌
書
為
取
替
申
処
、
依
川
如

山女政
凶
巳
年
十
月
十
九
日

す
な
わ
ち
、
関
東
取
締
出
役
の
指
令
に
よ
っ
て
五
郷
村
役
人
が
取
極
め
た

議
定
書
内
容
は
第
一
条
若
者
仲
間
の
取
締
り
、
第
二
条
博
突
取
締
り

l
lな

お
博
突
宿
を
提
供
し
た
者
に
は
片
嶺
片
眉
毛
剃
落
お
よ
び
そ
の
五
人
組
は
三

日
戸
締
め
と
い
う
制
裁
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る

l
l、
第
三
条
五
郷
組
合
村

内
に
お
け
る
出
火
の
節
の
心
得
規
定
、
第
四
条
五
郷
組
合
内
に
お
け
る
訴
訟

の
内
済
原
則
、
第
五
条
寄
合
参
集
の
禁
止
、
第
六
条
諸
事
に
お
け
る
五
郷
組

近
世
に
お
け
る
郷
組
の
存
在
と
そ
の
意
義
(
根
崎
〉

介
内
伝
述
休
制
と
、
そ
の
際
の
諸
入
用
割
合
規
定
等
で
あ
る
。
五
郷
組
合
が

改
革
組
合
の
小
組
合
と
し
て
編
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
は
、
こ
う
し
た

川
米
の
村
落
連
合
の
あ
り
方
を
う
ま
く
掌
握
す
る
た
め
に
は
至
極
当
然
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
組
合
村
体
制
の
展
開
過
程
を
み
て
み
る

と
、
改
革
組
合
村
の
編
成
意
義
は
村
落
連
合
の
拡
大
と
関
東
取
締
出
役
と
い

う
幕
府
役
人
が
こ
の
組
合
村
と
直
結
し
、
大
小
惣
代
を
豪
商
農
層
に
委
託
し

た
点
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
組
合
村
体
制
の
徐
々
に
見
ら
れ
た
改
編
は

村
落
の
動
向
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
成
立
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
幕

府
役
人
が
改
革
組
合
村
に
直
接
介
入
せ
.
ざ
る
を
え
な
い
状
況
か
ら
幕
藩
体
制

の
解
体
過
程
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
幕
藩
制
の
危
機
が
寄
場
惣
代
の
よ

う
な
豪
商
農
層
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
対
応
し
き
れ
な
い
事
態
は

そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
五
郷
組
合
は
幕
府
の
要
請
と
し
て
成
立
し
た
が
、
そ
の
運
営

が
村
落
に
委
任
さ
れ
て
い
た
が
た
め
に
、
五
郷
組
合
を
構
成
す
る
村
落
の
結

び
つ
き
は
強
固
で
、
宝
暦
|
天
明
期
成
立
の
組
合
村
で
も
、
文
政
の
改
革
組

合
村
で
も
こ
れ
を
基
盤
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
ひ
い
て
は
そ

れ
が
明
治
政
府
の
町
村
制
施
行
に
お
い
て
五
郷
村
を
生
み
出
す
に
い
た
る
の

(
川
町

〉

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
前
期
よ
り
み
ら
れ
る
近
世
村
落
の
村
請
制
と
は

相
互
補
完
関
係
に
あ
っ
て
、
年
貢
収
奪
を
中
心
と
す
る
経
済
的
支
配
は
村
請

制
に
、
そ
れ
に
伴
う
広
域
性
を
必
要
と
す
る
治
安
維
持
や
経
済
統
制
と
い
っ

た
経
済
外
強
制
の
体
系
は
組
合
村
体
制
に
、
と
い
っ
た
農
村
支
配
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
存
在
こ
そ
が
幕
藩
制
国
家
の
政
治
的
基
盤
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
を
生
み
出
す
た
め
に
、
封
建
秩
序
と
し
て
の
身
分
制
原
理
が

そ
こ
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
七
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法
政
史
学

第
三
十
一
号

お

わ

り

以
上
、
下
総
・
上
総
両
国
一
帯
に
存
在
す
る
五
郷
組
合
を
中
心
に
分
析
し

た
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
総
括
で
き
る
。

①
郷
組
は
下
総
・
上
総
両
国
一
帯
お
よ
び
相
模
国
津
久
井
領
に
お
け
る

広
域
的
分
布
か
ら
農
民
の
自
主
的
結
成
と
は
み
ら
れ
ず
、
幕
府
の
設
定
し
た

組
合
村
休
制
の
先
駅
的
形
態
で
あ
る
。

@
寛
永
期
の
社
会
的
不
安
、
と
り
わ
け
悪
党
的
存
在
の
取
締
り
と
村
内

訴
訟
の
内
済
原
則
を
中
核
と
す
る
村
内
穏
便
主
義
を
寛
永
期
か
ら
正
保
期
の

聞
に
相
給
知
行
形
態
を
乗
り
越
え
た
郷
組
の
結
成
に
よ
る
村
落
連
合
体
に
委

任
し
た
。

@
こ
の
結
成
は
領
主
的
局
面
で
は
小
農
保
護
お
よ
び
反
領
主
権
力
に
対

応
す
る
も
の
と
し
て
、
農
民
的
局
面
で
は
外
敵
の
排
除
お
よ
び
生
活
再
生
産

維
持
と
い
う
点
で
利
害
が
一
致
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
郷
組
は
、
寛
永
期
以
降
幕
府
の
地
方
行
政
の
あ
り
方
が
封
建
官
僚
化

を
志
凶
し
た
こ
と
(
代
官
の
徴
税
官
・
農
政
官
的
性
格
等
)
お
よ
び
小
間
切

れ
な
家
臣
団
配
置

(
領
主
権
の
偏
差
)
に
よ
っ
て
生
じ
た
警
察
力
不
備
や
実

務
の
簡
素
化
を
補
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。

⑤
結
成
に
あ
た
っ
て
、
幕
府
は
個
別
領
主
権
の
尊
重
と
い
っ
た
立
場
か

ら
、
原
則
と
し
て
領
地
一
括
と
い
う
幕
藩
制
的
意
図
を
も
っ
て
成
就
し
た
。

⑥
幕
府
は
郷
組
の
運
営
を
農
民
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

l
の
頂
点
に
位
置
す
る

村
役
人
(
名
主
お
よ
び
組
頭
)
に
階
層
的
特
権
を
附
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

行
わ
せ
た
。

⑦
郷
組
の
惣
代
は
大
庄
屋
の
よ
う
な
領
地
の
一
括
性
を
前
提
と
す
る
よ

五
八

う
な
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
相
給
知
行
形
態
に
お
け
る
新
た
な
中
間
的
支

配
機
構
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

⑧
機
能
と
し
て
は
治
安
維
持
の
ほ
か
、
近
世
後
期
に
な
る
と
経
済
統
制

的
側
面
も
付
与
さ
れ
た
。
ま
た
鷹
場
負
担
お
よ
び
助
郷
役
と
い
っ
た
公
儀
夫

役
を
恭
順
的
に
負
担
す
る
組
織
と
し
て
現
象
し
、
運
営
上
要
し
た
諸
入
用
は

構
成
村
の
共
同
負
担
方
式
が
計
ら
れ
、
原
則
と
し
て
高
割
に
よ
っ
て
決
済
さ

れ
て
い
た
。

⑨
郷
組
の
組
織
は
幕
府
の
個
別
領
主
権
尊
重
の
立
場
か
ら
、
事
態
が
生

じ
る
と
当
該
村
|
↓
五
郷
村
役
人
l
l
ψ
当
該
領
主
で
処
理
さ
れ
、
基
本
的
に

は
例
別
領
主
に
結
び
つ
い
て
い
る
点
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
な
お
解
決
し
え

な
い
場
合
、

幕
府
の
評
定
所
に
も
ち
こ
ま
れ
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
幕
藩
制

に
お
け
る
困
家
的
な
意
義
が
あ
る
。

⑩
郷
組
結
成
の
意
義
は
基
本
的
に
は
統
一
的
な
治
安
維
持
体
制
に
あ
る

が
、
就
中
そ
の
真
意
は
剰
余
労
働
部
分
の
収
奪
と
い
う
年
貢
村
請
制
と
相
互

補
完
関
係
を
な
す
農
民
土
地
緊
縛
政
策
の
一
端
を
担
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
み

ら
れ
る
。

⑪

宝

肘

l
天
明
期
結
成
の
組
合
村
お
よ
び
改
革
組
合
村
と
の
関
連
に
つ

い
て
は
そ
の
内
部
組
織
と
し
て
轍
密
に
作
用
し
、
郷
組
の
改
編
拡
大
形
態
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
変
革
は
階
級
対
抗
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

(
H
H
〉

⑫

以
上
か
ら
、
山
中
清
孝
氏
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
「
組
合
村
体
制
論
」

の
概
念
を
改
革
組
合
村
を
も
っ
て
規
定
す
る
の
で
な
く
、
次
の
よ
う
に
提
案

し
た
い
。
組
合
村
体
制
と
は
幕
府
権
力
の
要
請
と
し
て
村
請
制
の
上
に
結
成

さ
れ
た
村
落
連
合
に
よ
る
新
た
な
農
村
統
治
機
構
で
あ
り
、
幕
藩
制
的
ヒ
エ
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ラ
ル
ヒ
l
の
頂
点
に
位
置
す
る
幕
府
が
農
民
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
l
の
頂
点
に
位

置
す
る
村
役
人
を
中
間
的
支
配
機
構
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
村
落
支
配
を

再
編
成
し
よ
う
と
し
た
領
主
的
対
応
で
あ
り
、
反
領
主
権
力
へ
の
対
応
と
し

て
錯
綜
知
行
形
態
お
よ
び
個
別
領
主
権
偏
差
を
補
完
す
ベ
く
成
立
し
た
統
一

的
な
農
村
支
配
体
制
で
あ
る
。

な
お
、
郷
組
の
究
究
に
残
さ
れ
た
課
題
は
多
く
あ
る
。
ま
ず
、
成
立
時
期

は
い
つ
か
。
次
に
、
幕
府
が
領
国
的
意
図
を
含
ん
で
ど
の
範
囲
ま
で
結
成
さ

せ
た
か
。
現
在
確
認
さ
れ
る
地
域
だ
け
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
的
特

殊
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
成
立
の
要
因
分

析
も
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
組
合
村
の
構
成
原
理
や
村
落
共
同
体
と
の
関

係
も
階
級
対
抗
の
あ
り
方
の
中
で
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
幕
藩
制
国
家
の

展
開
か
ら
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た

?註
'-...1 

前
…
本
増
夫
「
江
戸
幕
府
の
関
東
支
配
と
佐
倉
藩

l
在
地
支
配
の
問

題
を
中
心
に
|
」
(
木
村
礎
・
杉
本
敏
夫
編
『
諦
代
藩
政
の
展
開

と
明
治
維
新
』
所
収
〉
。

『
佐
倉
市
史
第
一
巻
』
三
九
三
l
四

O
九
頁
。

『
千
葉
市
史
史
料
編
2

近
世
』
一
八
七
頁
。

町
東
金
市
史
史
料
篇
一
』
三
三
九
l
四
一
頁
。

山
本
光
正
「
上
総
に
お
け
る
組
合
村
と
交
通
組
織
に
つ
い
て
i
特

に
五
郷
組
合
を
中
心
と
し
て
1
」
〈
『
市
原
地
方
史
研
究
』
第
九

『
改
訂
房
総
双
書
第
五
輯
』
七
一
I
l
-
-

九
七
頁
。

註
ハ
4
〉
三
五

O
頁。

ハ
2
〉

(

3

)

 

〈

4
〉

(

5

)

 

(

6

)

 

(

7

)

 近
世
に
お
け
る
郷
組
の
存
在
と
そ
の
意
義
〈
根
崎
)

(
8〉

「
東
金
御
鷹
場
旧
記
」
の
中
に
も
町
奉
行
渡
辺
大
隅
守
網
貞
と
島

川
出
雲
守
守
政
の
名
が
み
え
る
。
町
奉
行
動
役
年
代
は
前
者
が
寛

文
元
年
四
月
十
二
日
か
ら
同
十
三
年
一
月
二
三
日
ま
で
、
後
者
が

寛
文
七
年
二
月
二
一
日
よ
り
延
宝
九
年
三
月
一
一
一
一
一
日
ま
で
で
あ

る
。
そ
の
た
め
旧
記
の
作
成
年
代
を
延
宝
二
年
と
す
る
よ
り
寛
文

末
の
ほ
う
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
。

千
葉
一美
胤
家
文
書

市
原
市
今
訳
。

千
葉
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵
。

註
(

4

)

三
七
五
l
九
一
頁
。

註
(

6

)

に
同
じ
。

神
崎
彰
利
編
『
南
関
東
近
世
初
期
文
書
集
川
』
四
六
頁
。
村
上
直

「
老
中
久
世
大
和
守
広
之
法
度
請
書
」
(
荒
居
英
次
編
『
近
世
の
古

文
書
』
解
説
〉
三
五
七
|
八
頁
。
木
村
礎
編
『
封
建
村
落
そ
の

成
立
か
ら
解
体
へ
!
神
奈
川
県
津
久
井
郡
|
』
一
七
|
八
頁
。

註
〈
日
)
に
同
じ
。

総
州
の
五
郷
組
合
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
東
金
周
辺
の
男
蛇
溜
池

利
用
村
々
は
慶
長
期
頃
よ
り
山
口
・
福
俵
・
押
堀
・
川
場
・
堀
上

・
東
金
・
台
方
・
大
一
旦
谷
・
田
中
の
九
ケ
町
村
で
、
地
水
利
用
は

白
方
・
東
金
・
抑
堀
上
の
五
ケ
町
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
水

利
を
通
し
て
の
村
落
結
合
に
五
郷
組
の
構
成
で
は
分
断
さ
れ
て
い

る
。
『
東
金
市
史
史
料
篇
一
』
一
六
六
頁
。

拙
稿
「
寛
政
期
に
お
け
る
鷹
場
制
度
の
展
開
過
程
」
(
『
法
政
史

論
』
第
五
号
〉
。

木
村
礎
「
逃
散
と
訴
」
(
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
凶
近
世
2
』

所

収
)
。
『
近
世
農
政
史
料
集
一
』
二
二
。

煎
本
明
夫
「
五
人
組
と
近
世
村
落
」
(
『
駿
台
史
学
』
幻
号
〉
。

(

H
コ
〉

(

印

)

(日〉

(

臼

〉

〈
日
)

f町、〆「

15 14 
'-...1 ，ーノ

(

凶

)

(

げ

)

(

凶

)

(

印

〉

五
九
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法
政
史
学

第
三
十
一
号

(

却

〉

大
石
慎
三
郎
「
農
民
闘
争
よ
り
見
た
元
禄
・
平
保

1
明
和
則
に
つ

い
て
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
二
六

O
号
〉
。

大
石
慎
三
郎
「
武
蔵
国
組
合
村
構
成
に
つ
い
て
」
(
『
学
習
院
大
学

経
済
論
集
』
第
4
巻
第
1
号
〉
。

註
(
口
)
に
同
じ
。

佐
々
木
澗
之
介
「
幕
藩
制
第
一
段
階
の
諸
画
期
に
つ
い
て
」
(
叶
歴

史
学
研
究
』
二
六

O
号
)
。

-M
塚
勝
男
家
文
書
大
網
白
里
町
木
崎
。

註
(
お
)
に
同
じ
。

村
上
直
『
江
戸
幕
府
の
代
官
』
一
五
頁
、
お
よ
び
註
(
お
〉
。

布
施
久
通
家
文
書
大
網
白
里
町
駒
込
。

宿
塚
勝
男
家
文
書
大
網
白
里
町
木
崎
。

川
村
優
「
近
世
に
お
け
る
組
合
村
の
存
在
と
そ
の
性
格

l
上
総
・

下
総
両
国
の
数
例
を
中
心
と
し
て

l
」

(
『
史
学
雑
誌
』

η
巻
日

号
)
よ
り
引
用
。

註

(
5
〉
に
同
じ
。

拙
稿
「
近
世
鷹
場
制
度
研
究
序
説
」
(
『
袖
ケ
浦
町
史
研
究
』
創
刊

号
)
。
註
(

4

)

一
二
二
頁
。

註
(

2

)

四

O
三
i
八
頁
。

『
徳
川
禁
令
考
前
集
第
四
』
一
一
一
一
四
号
。

『
徳
川
禁
令
考
前
集
第
五
』
二
八

O
八
号
。

『
日
本
財
政
経
済
史
料
二
巻
下
』
九
六
四
頁。

註
(
祁
〉
九
六
八
頁
。

『
東
金
市
史
史
料
篇
二
』
四
九
一
一
員
。

(

幻

)

(

泣

)

(

出

〉

(

μ

)

 

(

お

)

(

却

〉

(

幻

〉

(

見

)

(

却

)

(
初
〉

(

出

)

(

泣

)

(

出

)

(

M

)

 

(
お
〉
ハ
珂
〉

(

幻

〉

〈犯〉

六
O

(
仰
〉

(
ω
)
 
註
(
泊
)
に
同
じ
。

吋
千
葉
県
山
武
郡
九
十
九
里
町
誌
資
料
集
第
八
輯
』
二
二
一
!
四

頁。林
基
「
宝
麿
l
天
明
期
の
社
会
情
勢
」
〈
旧
版
『
岩
波
講
座
日
本

歴

史

ロ

近

世

4
』
所
収
〉
。

布
施
久
通
家
文
書
大
網
白
里
町
駒
込
。

土
地
生
郡
五
郷
村
(
現
在
茂
原
市
〉
一
は
八
幡
原
・
中
善
寺
・
早

野
・
石
神
・
綱
島
の
五
ケ
村
が
合
併
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
「
当
地
域
は
往
古
よ
り
五
郷
と
称
せ

ら
れ
て
い
た
と
い
う
所
伝
に
因
み
新
村
名
は
五
郷
村
と
命
名
さ
れ

た
。
」
と
あ
る
。
『
千
葉
県
町
村
合
併
史
上
巻
』
(
千
葉
県
地
方

課
発
行
〉
二
八
六

i
七
頁
。

山
中
清
孝
「
幕
藩
制
崩
壊
期
に
お
け
る
武
州
世
直
し
一
按
の
歴
史

的
意
義
」
(
『
歴
史
学
研
究
七
十
四
年
度
大
会
特
集
別
冊
』
〉
。

〈
札
〉

(
幻

)

(

川

村

〉

ハ
判
)

什
ぷ
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
指
導
教
授
で
あ
る
村
上
直
先

生
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す

る
し
だ
い
で
あ
る
。
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